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海
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（
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、
尾
鷲
市
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◇
実
施
日 

 

１
月
２
日
（
木
） 

晴 

◇
参
加
者 

 

大
江
加
予
子
、
大
江
徳
子
、
濱
野
兼
吉
、
松
本
吉
殖
、
湯
川
一

郎
、
阪
口
雄
二
、
上
村
和
美
、
上
村
洋
司
、
西
克
、
高
階
鈴
子
、

高
階
美
根
子
、
榊
本
真
仁
、
梶
野
照
雄 

 
 

 

１
３
名 

 
 

 

か
つ
て
は
正
月
三
が
日
に
新
春
登
山
が
計
画
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
３
１
年

１
月
３
日
の
白
猪
山
（
三
重
県
松
阪
市
）
以
降
、
実
施
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
令
和
２
年
１
月
に
国
内
で
初
め
て
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

確
認
さ
れ
、
ま
た
た
く
ま
に
感
染
が
広
が
っ
た
こ
と
も
新
春
登
山
が
実
施
で
き

な
か
っ
た
理
由
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

榊
本
さ
ん
到
着 

 
 
 
 
 

 

登
山
口 

 
 
 
 
 
 

 

先
発
隊
と
合
流 

 

そ
ん
な
中
、
ぐ
る
ー
ぷ
の
仲
間
か
ら
雪
山
に
行
き
た
い
、
新
春
登
山
は
も
う

計
画
し
な
く
な
っ
た
の
か
と
の
声
が
聞
こ
え
始
め
た
。
思
案
し
た
結
果
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
仲
間
で
登
れ
る
山
に
し
よ
う
と
言
う
こ
と
に
な
り
、
近
場
の
低

山
で
、
か
つ
展
望
の
良
い
山
を
と
い
う
こ
と
で
「
海
路
山
」
に
決
め
ま
し
た
。 

 

当
日
は
快
晴
、
待
ち
合
わ
せ
場
所
の
尾
鷲
コ
メ
リ
に
着
く
と
、
「
私
達
は
少

し
時
間
が
か
か
る
か
ら
」
と
６
名
が
先
発
隊
と
し
て
出
発
し
ま
し
た
。
ほ
ど
な

く
し
て
榊
本
さ
ん
が
見
え
ら
れ
、
８
時
５
５
分
に
後
発
隊
７
名
は
出
発
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

縦
走
路
に
出
る 

 
 
 
 
 

西
側
の
送
電
鉄
塔 

 
 

 
 
 
 

尾
鷲
の
街
並
み 

 

途
中
、
先
発
隊
が
休
憩
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
合
流
、
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
の
中
、

山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。
尾
鷲
ト
レ
イ
ル
の
合
流
点
（
古
戸
野
分
岐
）
を
過
ぎ
、

山
頂
に
は
寄
ら
ず
に
、
展
望
の
よ
い
鉄
塔
ま
で
進
み
ま
し
た
。 

海
山
町
の
高
階
鈴
子
さ
ん
か
ら
は
「
地
元
な
の
に
初
め
て
登
っ
た
。
こ
ん
な

に
展
望
の
良
い
山
が
近
く
に
あ
っ
た
ん
だ
」
と
喜
び
の
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

天
狗
倉
山
と
尾
鷲
湾
、
台
高
山
脈
の
南
部
の
山
の
展
望
を
楽
し
み
な
が
ら
昼
食

と
し
ま
し
た
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本
日
の
参
加
者 

 
 
 
 
 
 

無
事
下
山 

 
 
 
 
 
 

歩
い
た
ル
ー
ト 

 

山
頂
標
示
板
を
作
っ
て
き
た
梶
野
さ
ん
が
先
に
山
頂
へ
向
か
っ
た
の
で
、
少

し
時
間
を
お
い
て
か
ら
皆
で
移
動
、
記
念
撮
影
し
下
山
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
も
、
皆
さ
ん
足
元
に
気
を
つ
け
、
途
中
１
度
休
憩
し
た

だ
け
で
、
コ
メ
リ
駐
車
場
に
は
１
３
時
少
し
前
に
到
着
し
ま
し
た
。 

（
記
；
湯
川
） 

 

行
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ム
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